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１．概要 

本資料は、共通09 補足説明資料 別紙「各条における申請対象設備」にて整理

した系統として機能、性能を達成する設備について、設計図書等に対して色塗りを

行い、安全機能に関する対象範囲や対象機器を抽出したものを示すものである。 

また、共通09で実施している設備選定作業により、申請対象とすべき設備を抜け

漏れなく抽出していることの説明として、設備選定作業のための色塗り等の作業プ

ロセスを、消火設備の窒素ガス消火装置の作業結果を代表として示すものである。

２．要求される機能、性能と主流路の考え方 

(１) 要求される機能、性能について

火災防護設備の消火設備に要求される機能、性能のうち、系統として達成する機

能、性能は、以下のａ．項のとおりであり、要求される機能、性能を踏まえて、火

災防護設備の消火設備の設計図書等の系統図を色塗りし、機能が要求される対象範

囲や対象機器を抽出する。 

火災防護設備の消火設備に係る機能要求②が要求される条文の別紙２抜粋版を添

付１に示す。 

ａ．11条29条：火災等による損傷の防止 

・火災区域内の消火機能（窒素ガス消火装置及び二酸化炭素消火装置）

・グローブボックス内の消火機能

（グローブボックス消火装置、ピストンダンパ、延焼防止ダンパ）

上記を踏まえ、火災区域内の消火機能及びグローブボックス内の消火機能に関し

て設計図書の色塗りにより、対象範囲及び対象機器を抽出する。 

グローブボックス内の消火において、グローブボックス内を負圧に維持しながら

消火を行う特徴があり、消火の際には、グローブボックス排気設備の系統上に設置

されたピストンダンパを閉止し、グローブボックスへの給気量を低減することによ

り負圧を維持する設計としている。このため、ピストンダンパはグローブボックス

内の消火機能を果たすために必要な設備として抽出する。ピストンダンパの抽出に

ついては、共通09別紙2-2-3にて、グローブボックス排気設備における申請対象設備

の抽出に合わせて実施する。 

また、消火の際、グローブボックス排気設備の系統上に設置された延焼防止ダン

パは、グローブボックス内に消火ガスを可能な限り留めるため、消火ガスの放出に

よる消火完了後に閉止する設計としている。このため、延焼防止ダンパはグローブ

ボックス内の消火機能を果たすために必要な設備として抽出する。ピストンダンパ

と同様に延焼防止ダンパにおいても共通09別紙2-2-3にて、グローブボックス排気設

備における申請対象設備の抽出に合わせて実施する。 
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なお、本資料は、共通09で実施している設備選定作業により、申請対象とすべき

設備が抜け漏れなく実施されていることのプロセス等を示すため、窒素ガス消火装

置における抽出結果を示す。 

(２) 消火設備に係る主流路の考え方

基本設計方針の要求を踏まえ、火災区域内の消火機能に係る機器及びグローブボ

ックス内の消火機能の主流路を抽出する。 

消火設備の主流路としては、「発電用原子炉施設の工事計画に係る手続きガイ

ド」を参考とし、固定式ガス消火である窒素ガス消火装置、二酸化炭素消火装置及

びグローブボックス消火装置の消火ボンベから消火区画（火災区域となる室又はグ

ローブボックス）までを主流路とする。

よって、火災区域内の消火機能及びグローブボックス内の消火機能に係る機器と

して、主配管、消火ボンベを機器として抽出する。 

枝管、弁等については、設工認系統図等で記載することとし、申請対象設備とし

ては抽出しない。 

「発電用原子炉施設の工事計画人係る手続きガイド」P26 抜粋 

ｄ．火災防護設備 

 技術基準規則第１１条及び第５２条で施設要求されている設備であって、火災

区域構造物、火災区画構造物、火災感知設備及び消火設備（水源やガスボンベ等

含む。）等とする。消火設備の主配管としては、水源やガスボンベ等から火災区

画までの母管とし、枝管、弁等については基本設計方針等及び系統図において記

載するものとする。なお、消火設備のうち完成品として一般産業品の規格基準へ

適合している汎用の消火器については、基本設計方針において記載するものとす

る。 
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ａ．火災区域の消火機能 

火災区域内の消火機能を有する設備として、火災防護設備の窒素ガス消火装置

及び二酸化炭素消火装置が該当する。 

主配管の範囲としては、火災区域が設定される各室の区域境界部までを主配管

として抽出する。 

例１） 窒素ガス消火装置に係る主配管の色塗り 

「発電用原子炉施設の工事計画に係る手続きガ

イド」を参考に、各区域の境界までを主流路と

して設定する。（ノズル等は含まない。）
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(３)主流路としない箇所の基本的な考え方

計装ライン（消火ボンベ起動に係る計装の配管、ボンべ、弁等）については、

設工認ガイドの考え方を踏まえ、主流路とは設定しない。 

「発電用原子炉施設の工事計画に係る手続きガイド」P12、13 抜粋 

（個別機器等事項） 

Ａ．主配管 

・・・・ 

テストライン、ミニマムフロ－ライン、バイパスライン（沸騰水型発電用原子炉施

設に係るタービンバイパスラインは除く。）、循環ライン（容器の撹拌を目的とする

ライン）、ドレンライン、ベントライン及び計装ラインは主たる機能を果たすために

本流が流れる配管ではないため主配管にはならないが、主配管からの分岐部は主配管

の管台として必要に応じて評価対象となるほか、系統図において必要な仕様（外径、

厚さ及び材料等）を記載することとする。 

 

例３） 計装ライン（ボンベ起動用）記載例 

窒素消火起動用ガス容器ユニット（非安重設備のみを設置する区域への消火用）等
は、消火ボンベの起動用の計装関連の機器、配管であるため、主流路としない。
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(４) 消火設備の色塗りに係る留意点

ａ．主配管に係る境界の考え方 

申請対象設備として主配管を抽出するにあたって、設工認作成要領を踏ま

え、用途、仕様範囲等を明確にするため、以下の観点での境界を明確にし、主

配管名称を設定する。 

(ａ) 設計基準対象施設のみの境界 

(ｂ) 重大事故等対処設備のみの境界 

(ｃ) 重大事故等対処設備として既設の設計基準対象施設を使用するもので、設

計基準対象施設としての仕様から変更がない境界 

(ｄ) 重大事故等対処設備として既設の設計基準対象施設を使用するもので、設

計基準対象施設としての仕様から変更がある境界 

(ｅ) 兼用設備の境界 

(ｆ) 安全上重要な施設の境界 

(ｇ) 耐震重要度分類Ｓクラスの境界、1.2Ssの境界 

(ｈ) 主配管と非主配管の境界 
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ｂ．消火ボンベの抽出に関して  

消火装置に係る設計図書における系統図では、消火ボンベはイメージ図とし

ての記載となっており、本数を明示するものではない。ボンベの本数について

は、系統図に加えて設置するボンベ本数が記載された当該ボンベの構造図も示

した上で申請対象となるボンベを抽出する。 

例７）消火ボンベ記載例 

３．抽出結果 

色塗りにて抽出した機器等のリスト(抽出リスト)、色塗り結果を添付３に示す。

抽出結果を反映した申請対象設備リストを添付２に示す。 

設計図書等を確認するにあたり、設計図書の記載に係る留意事項（窒素ガス消火

装置）を参考に示す。 

 

系統図にて抽出されたボ
ンベユニットの構造図を
確認し、設置されるボン
ベ本数等を明確にする。
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添付１ 

別紙２ 機能要求②抜粋 

(火災防護設備（消火設備）)   
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（１）11条29条：火災等による損傷の防止
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基本設計方針を踏まえた添付書類の記載及び申請回次の展開（機能要求②抜粋）

（第十一条・第二十九条 火災等による損傷の防止）

別紙２

説明対象
申請対象設備
（2項変更①）

仕様表 説明対象
申請対象設備
（2項変更②）

申請対象設備
（1項新規①）

仕様表 説明対象
申請対象設備
（2項変更③）

申請対象設備
（1項新規②）

仕様表 説明対象
申請対象設備
（2項変更④）

申請対象設備
（1項新規③）

仕様表

29

d. 燃料加工建屋内へ水素・アルゴン混合ガス受け入れ後も燃料
加工建屋内で水素濃度を確認し，万一，水素濃度が水素最高濃度
を超える場合には，水素・アルゴン混合ガス濃度異常遮断弁によ
り焼結炉等への水素・アルゴン混合ガスの供給を自動で停止する
設計とする。

機能要求①
機能要求②

水素・アルゴン混合ガス設
備

設計方針（発生防止） － － － － － － － 〇 －

その他主要な事項
　水素・アルゴン混
合ガス設備

【機能要求②】
混合ガス水素濃度高
による混合ガス供給
停止回路
混合ガス濃度異常遮
断弁（焼結炉系，小
規模焼結処理系）

〈計測装置〉
・検出器の種類
・計測範囲
・警報動作範囲

<インターロック
>
・検出器の種類
・設定値
・起動に要する
信号の個数
・起動信号を発
信させない条件

<主要弁>
主要寸法

－ － － －

30

また，焼結炉等では，温度異常に伴う炉内への空気混入を防止す
るため，熱的制限値を設定し，温度制御機器により焼結時の温度
を制御するとともに，炉内温度が熱的制限値を超えないよう過加
熱防止回路により炉内の加熱を自動で停止する設計とする。

機能要求② 過加熱防止回路 設計方針（発生防止） － － － － － － － 〇 －
焼結炉内部温度高に
よる過加熱防止回路

〈計測装置〉
・検出器の種類
・計測範囲
・警報動作範囲

<インターロック
>
・検出器の種類
・設定値
・起動に要する
信号の個数
・起動信号を発
信させない条件

－ － － －

101

7.1.1.1　火災区域構造物及び火災区画構造物
火災及び爆発の影響軽減対策が必要な火災防護上重要な機器等を
設置する火災区域は，3時間以上の耐火能力を有する耐火壁とし
て，3時間耐火に設計上必要な150mm以上の壁厚を有するコンク
リート壁や火災耐久試験により3時間以上の耐火能力を有する耐火
壁(耐火隔壁，耐火シール，防火扉，延焼防止ダンパ等)，天井及
び床により隣接する他の火災区域と分離する。

機能要求②
施設共通　基本設計方針
火災区域構造物

設計方針（火災区域の設
定）
設計方針（影響軽減）

〇
施設共通　基本設計
方針
火災区域構造物

＜火災区域構造
物＞
主要寸法、主要
材料

〇 －

火災影響軽減設備
　延焼防止ダンパ等

【機能要求②】
火災区域構造物

＜火災区域構造物＞
主要寸法、主要材料

〇 －
火災影響軽減設備
　防火シャッタ

－ 〇 －
施設共通　基本設計
方針（耐火シール
等） 等

－

102
重大事故等対処施設を設置する火災区域は，3時間以上の耐火能力
を有する耐火壁により隣接する他の火災区域と分離する。

機能要求②
施設共通　基本設計方針
火災区域構造物

設計方針（火災区域の設
定）
設計方針（影響軽減）

〇
施設共通　基本設計
方針
火災区域構造物

＜火災区域構造
物＞
主要寸法、主要
材料

〇 －

火災影響軽減設備
　延焼防止ダンパ等

【機能要求②】
火災区域構造物

＜火災区域構造物＞
主要寸法、主要材料

〇 －
火災影響軽減設備
　防火シャッタ

－ 〇 －
施設共通　基本設計
方針（耐火シール
等） 等

－

119

a. 消火設備の消火剤の容量
消火設備の消火剤は，想定される火災の性質に応じた十分な容量
として，消防法施行規則に基づき算出した消火剤容量を配備する
設計とする。

設置要求
機能要求②

消火設備 設計方針（火災の消火） － － － 〇 －

【機能要求②】
消火設備
　GB消火装置
　窒素消火装置
　二酸化炭素消火装
置

＜容器＞
・容量
・個数

＜主配管＞
外径、厚さ

－ － － － 〇 －
消火設備
　消火用水槽
　ろ過水貯槽

－

項目番
号

基本設計方針
要求
種別

主な設備 展開事項
第1回申請 第２回申請 第３回申請 第４回申請

（別紙2-2-2）-11



基本設計方針を踏まえた添付書類の記載及び申請回次の展開（機能要求②抜粋）

（第十一条・第二十九条 火災等による損傷の防止）

別紙２

説明対象
申請対象設備
（2項変更①）

仕様表 説明対象
申請対象設備
（2項変更②）

申請対象設備
（1項新規①）

仕様表 説明対象
申請対象設備
（2項変更③）

申請対象設備
（1項新規②）

仕様表 説明対象
申請対象設備
（2項変更④）

申請対象設備
（1項新規③）

仕様表
項目番

号
基本設計方針

要求
種別

主な設備 展開事項
第1回申請 第２回申請 第３回申請 第４回申請

120

ただし，グローブボックス内の消火を行う不活性ガス消火装置(グ
ローブボックス消火装置)については，グローブボックス排風機の
運転を継続しながら消火を行うという特徴を踏まえ，グローブ
ボックスの給気量を下回るように消火ガスを放出するとともに，
消火ガス放出開始から所定の時間で放出を完了できる設計とす
る。
また，複数連結したグローブボックスについては，消火ガスの放
出単位を設定し，その放出単位の給気量の合計値を下回るように
消火ガスを放出するとともに，消火ガス放出開始から所定の時間
で放出を完了できる設計とし，消火剤容量は最も大きな放出単位
を消火できる量以上を配備する。

設置要求
機能要求②

消火設備　GB消火装置
ピストンダンパ，延焼防止
ダンパ

設計方針（火災の消火） － － － 〇 －

消火設備
　GB消火装置
　ピストンダンパ
　延焼防止ダンパ

＜容器＞
・容量
・個数

＜主配管＞
外径、厚さ

＜主要弁＞
主要寸法

－ － － － － － － －

123

b. 消火設備の系統構成
(a) 消火用水供給系の多重性又は多様性
消火用水供給系の水源として，ろ過水貯槽(再処理施設，廃棄物管
理施設と共用(以下同じ。)）及び消火用水貯槽(再処理施設，廃棄
物管理施設と共用(以下同じ。))を設置し，多重性を有する設計と
する。

設置要求
機能要求①
機能要求②

消火設備 設計方針（火災の消火） － － － － － － － － － － － 〇 －
消火設備
　消火用水槽
　ろ過水貯槽

－

125

消火用水系の消火ポンプは，電動機駆動消火ポンプ(再処理施設，
廃棄物管理施設と共用（以下同じ。))に加え，ディーゼル駆動消
火ポンプ(再処理施設，廃棄物管理施設と共用(以下同じ。))を設
置することで，多様性を有する設計とするとともに，消火配管内
を加圧状態に保持するため，機器の単一故障を想定し，圧力調整
用消火ポンプ(再処理施設，廃棄物管理施設と共用(以下同じ。))
を2基設ける設計とする。

設置要求
機能要求①
機能要求②

消火設備
ディーゼル駆動消火ポン
プ，電動機駆動消火ポンプ

設計方針（火災の消火） － － － － － － － － － － － 〇 －

消火設備
　電動機駆動消火ポ
ンプ

ディーゼル駆動消
火ポンプ

－

126
また，緊急時対策建屋の消火ポンプは電動駆動消火ポンプを2台設
置することで，多重性を有する設計とする。

設置要求
機能要求①
機能要求②

消火設備
電動機駆動消火ポンプ

設計方針（火災の消火） － － － － － － － － － － － 〇 －
消火設備
　電動機駆動消火ポ
ンプ

－

155

(b) 水平距離6m以上の離隔距離の確保，火災感知設備及び自動消
火設備の設置による分離
互いに相違する系列の火災防護上の系統分離対策を講じる設備
は，水平距離間には仮置きするものを含め可燃性物質が存在しな
いようにし，系列間を6m以上の離隔距離により分離する設計と
し，かつ，火災感知設備及び自動消火設備を設置することで系統
間を分離する設計とする。

設置要求
機能要求①
機能要求②

基本方針，GB排風機，火災
感知設備，消火設備（窒素
消火装置）

基本方針
設計方針（影響軽減）

－ － － 〇 －

GB排風機

【機能要求②】
消火設備
　窒素消火装置

＜容器＞
・容量
・個数

＜主配管＞
外径、厚さ

〇 －
火災感知設備
　自動火災報知設備

－ － － － －

156

(c) 1時間耐火隔壁による分離，火災感知設備及び自動消火設備
の設置による分離
互いに相違する系列の火災防護上の系統分離対策を講じる設備を1
時間の耐火能力を有する隔壁で分離し，かつ，火災感知設備及び
自動消火設備を設置することで系統間を分離する設計とする。

設置要求
機能要求①
機能要求②
評価要求

基本方針，非常用発電機
（燃料移送ポンプ），火災
感知設備，消火設備（二酸
化炭素消火装置）

基本方針
設計方針（影響軽減）

－ － － 〇 －

【機能要求②】
消火設備
　二酸化炭素消火装
置

＜容器＞
・容量
・個数

＜主配管＞
外径、厚さ

〇 －

燃料移送ポンプ

火災感知設備
　自動火災報知設備

－ － － － －

158

(b) 中央監視室床下の影響軽減対策
中央監視室の床下に関しては，「3時間以上の耐火能力を有する隔
壁等で分離された設計」，「互いに相違する系列間の水平距離が
6m以上あり，かつ，火災感知設備及び自動消火設備を設置する設
計」，又は「1時間の耐火能力を有する隔壁等で互いの系列間を分
離し，かつ，火災感知設備及び自動消火設備を設置する設計」と
する。

設置要求
機能要求①
機能要求②

基本方針，GB排風機，非常
用所内電源設備，火災感知
設備，窒素消火装置

基本方針
設計方針（影響軽減）

－ － － 〇 －

GB排風機

【機能要求②】
窒素消火装置

＜容器＞
・容量
・個数

＜主配管＞
外径、厚さ

〇 －

非常用発電機の系統

火災感知設備
　自動火災報知設備

－ － － － －

凡例
・「説明対象」について
〇：当該申請回次で新規に記載する項目又は当該申請回次で記載を追記する項目
△：当該申請回次以前から記載しており，記載内容に変更がない項目
－：当該申請回次で記載しない項目

補足説明資料「火防00-02 本文、添付書類、補足説明項目への展開

（火防）」の別紙2の項目番号123,125及び126の要求種別に記載し

ている「機能要求②」は誤記であるため、次回適切に訂正する。

（別紙2-2-2）-12



添付２ 

申請対象設備リスト 

（火災防護設備（消火設備）） 

（窒素ガス消火装置） 

（別紙2-2-2）-13



申請対象設備リスト

番号 機器（許可） 機器 機種
基本設計方針
紐付け番号

エビデンス
紐付け番号

別紙番号 設置場所 数量 申請回 変更区分 ＤＢ区分 ＳＡ区分
兼用
（主従）

共用
（主従）

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-1
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_1-
1

別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-1
窒素ガス加圧容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_1-
2

別紙2-2-2 燃料加工建屋 2 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-2
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_2 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-3
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_3 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-4
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_4 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-5
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_5 別紙2-2-2 燃料加工建屋 14 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-6
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_6 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-7
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_7 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-8
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_8 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-1
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_9-
1

別紙2-2-2 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-1
窒素ガス加圧容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_9-
2

別紙2-2-2 燃料加工建屋 2 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-2
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_10 別紙2-2-2 燃料加工建屋 14 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-3
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_11 別紙2-2-2 燃料加工建屋 14 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-4
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_12 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-5
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_13 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-6
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_14 別紙2-2-2 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-1
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器
_15-1

別紙2-2-2 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-1
窒素ガス加圧容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器
_15-2

別紙2-2-2 燃料加工建屋 1 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-2
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_16 別紙2-2-2 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-3
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155

系統_窒素消火装置_機器_17 別紙2-2-2 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-4
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-119
11条29条-155
11条29条-158

系統_窒素消火装置_機器_18 別紙2-2-2 燃料加工建屋 1 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-4
窒素ガス加圧容器

容器
11条29条-119
11条29条-155
11条29条-158

系統_窒素消火装置_機器_18 別紙2-2-2 燃料加工建屋 1 2 新設 非安重 ― ― ―

その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置 主配管（常設）（窒素消火系） 主配管
11条29条-119
11条29条-155
11条29条-158

系統_窒素消火装置_配管_1
～28

別紙2-2-2 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ―

施設区分 設備区分

「番号」については，他条文等の整理を踏まえ，申請対象設備

リスト完本時に通し番号を設定することとする。

（別紙2-2-2）-14
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申請対象設備抽出結果（火災防護設備（消火設備）） 
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（１）窒素ガス消火装置
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抽出リスト（機器）（1/3）

機器（許可）

【対象機器】
その他の加
工施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

【主たる機能】

【機器等の抽出】
紐付け番号 機器（許可） 機器名称 機種 機器番号 設置場所 数量 申請回 変更区分 ＤＢ区分 ＳＡ区分

兼用
（主従）

共用
（主従） 備考

1-1
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-1

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-151 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

1-2
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-1

窒素ガス加圧容器 容器 GU-151 燃料加工建屋 2 2 新設 非安重 ― ― ― ―

2
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-2

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-152 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

3
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-3

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-153 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

4
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-4

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-154 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

5
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-5

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-155 燃料加工建屋 14 2 新設 非安重 ― ― ― ―

6
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-6

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-156 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

7
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-7

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-157 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

8
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-8

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-158 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

9-1
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-1

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-161 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ― ―

9-2
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-1

窒素ガス加圧容器 容器 GU-161 燃料加工建屋 2 2 新設 非安重 ― ― ― ―

10
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-2

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-162 燃料加工建屋 14 2 新設 非安重 ― ― ― ―

11
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-3

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-163 燃料加工建屋 14 2 新設 非安重 ― ― ― ―

12
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-4

窒素ガス貯蔵容器 容器 GU-164 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

13
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-5
窒素ガス貯蔵容器

容器 GU-165 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

14
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-6
窒素ガス貯蔵容器

容器 GU-166 燃料加工建屋 12 2 新設 非安重 ― ― ― ―

15-1
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-1
窒素ガス貯蔵容器

容器 GU-171 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ― ―

15-2
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-1
窒素ガス加圧容器

容器 GU-171 燃料加工建屋 1 2 新設 非安重 ― ― ― ―

16
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-2
窒素ガス貯蔵容器

容器 GU-172 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ― ―

17
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-3
窒素ガス貯蔵容器

容器 GU-173 燃料加工建屋 11 2 新設 非安重 ― ― ― ―

18-1
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-4
窒素ガス貯蔵容器

容器 GU-201 燃料加工建屋 4 2 新設 非安重 ― ― ― ―

18-2
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-4
窒素ガス加圧容器

容器 GU-201 燃料加工建屋 1 2 新設 非安重 ― ― ― ―

施設区分 設備区分

火災区域内の消火機能

施設区分 設備区分
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抽出リスト（配管）（2/3）

機器（許可）

【対象機器】
その他の加
工施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ―
窒素ガス消火装置

【主たる機能】

【主配管等の名称整理】
紐付け番号 機器（許可） 機器名称 機種 設置場所 数量 申請回 変更区分 ＤＢ区分 ＳＡ区分

兼用
（主従）

共用
（主従）

備考

1
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-1-1,-1-2,-1-
3,-1-4,-1-5,-1-6,-1-7,-1-8
～
選択弁ユニットX-5201
～
選択弁ユニットX-5202
～
選択弁ユニットX-5203
～
選択弁ユニットX-5204
～
選択弁ユニットX-5205
～
選択弁ユニットX-5206
～
選択弁ユニットX-5207

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

2
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5201
～
127ペレット加工第2室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

3
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-5201,X-5205
～
404排風機室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

4
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5202
～
（選択弁ユニットX-5213～X-5214～X-5215），（選択
弁ユニットX-5211～X-5212）

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

5
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-5213
～
302分析第1室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

6
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-5214
～
312燃料棒解体室，322燃料棒加工第3室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

7
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-5215
～
307ペレット立会室，317ウラン粉末準備室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

8
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-5211
～
313分析第2室，314燃料棒加工第1室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

9
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-5212
～
202貯蔵容器受入第1室，104貯蔵容器受入第2室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

10
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5202
～
120ペレット加工第3室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

11
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5203
～
（114点検第4室～113ペレット・スクラップ貯蔵室～
112点検第3室），116ペレット加工第4室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

12
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5204
～
119ペレット一時保管室，135北第2制御盤室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

13
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5205
～
204制御第1室
～
フリーアクセスフロア

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

14
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5206
～
133ダンパ駆動用ボンベ第2室，（324制御第4室～フ
リーアクセスフロア）

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

15
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-5207
～
136南第2制御盤室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

16
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-5212
～
414選別作業室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

施設区分 設備区分

火災区域内の消火機能

施設区分 設備区分
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抽出リスト（配管）（3/3）

【主配管等の名称整理】
紐付け番号 機器（許可） 機器名称 機種 設置場所 数量 申請回 変更区分 ＤＢ区分 ＳＡ区分

兼用
（主従）

共用
（主従）

備考施設区分 設備区分

17
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-2-1,-2-2,-2-
3,-2-4,-2-5,-2-6
～
（選択弁ユニットX-6201～X-6202～X-6203～X-
6209），（選択弁ユニットX-6204～選択弁ユニットX-
6205～選択弁ユニットX-6206～選択弁ユニットX-6207
～選択弁ユニットX-6208）

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

18
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-6201,X6209
～
404排風機室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

19
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-6201
～
選択弁ユニットX-6211
～
315燃料棒加工第2室，409排気フィルタ第2室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

20
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-6202
～
321分析第3室，（109点検第1室～110粉末一時保管室～
129点検第2室）

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

21
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-6203
～
126ペレット加工第1室，125粉末調整第5室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

22
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-6204
～
102原料受払室，108粉末調整第1室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

23
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
選択弁ユニットX-6205
～
111粉末調整第6室，319スクラップ処理室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

24
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-6206
～
117粉末調整第3室，118粉末調整第7室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

25
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-6207
～
121粉末調整第4室，115粉末調整第2室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

26
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置

選択弁ユニットX-6208
～
156ダンパ駆動用ボンベ第1室，153北第3制御盤室 主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

27
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-3-1,-3-2,-3-3
～
428窒素消火室

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―

28
その他加工
設備の附属
施設

― 非常用設備
火災防護設
備

消火設備 ― ― 窒素ガス消火装置
窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユニット-4
～
522中央監視室フリーアクセスフロア

主配管 燃料加工建屋 1式 2 新設 非安重 ― ― ― ―
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Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
②工程0198（2/9）

Administrator
タイプライターテキスト
③

Administrator
タイプライターテキスト
④工程0198（2/9）

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
⑩工程0198（2/9）

Administrator
タイプライターテキスト
⑪工程0198（2/9）A

Administrator
タイプライターテキスト
⑬

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
⑮

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
⑨

Administrator
タイプライターテキスト
⑯

Administrator
タイプライターテキスト
1⃣

Administrator
タイプライターテキスト
2⃣

Administrator
タイプライターテキスト
3⃣

Administrator
タイプライターテキスト
4⃣

Administrator
タイプライターテキスト
5⃣

Administrator
タイプライターテキスト
6⃣

Administrator
タイプライターテキスト
7⃣

Administrator
タイプライターテキスト
8⃣

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）青引き出し線：主流路としない考え方の補足

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2140002
テキストボックス
・消火ボンベから消火区画の境界部までを主経路とし，消火ボンベ，主配管を主流路に設置される設備、機器として抽出。

U263700
直線

j2140002
ノート注釈
j2140002 : Unmarked

j2140002
多角形

Administrator
タイプライターテキスト
②

Administrator
タイプライターテキスト
③

Administrator
タイプライターテキスト
③工程0198（2/9）

Administrator
タイプライターテキスト
④

j2140002
多角形

j2140002
多角形

Administrator
タイプライターテキスト
⑩

Administrator
タイプライターテキスト
⑧工程0198（2/9）A

Administrator
タイプライターテキスト
⑧工程0198（2/9）B

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

Administrator
タイプライターテキスト
⑪工程0198（2/9）B

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

Administrator
タイプライターテキスト
⑫工程0198（2/9）A

Administrator
タイプライターテキスト
⑫工程0198（2/9）B

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
⑨工程0198（2/9）

Administrator
タイプライターテキスト
⑯工程0198（2/9）

Administrator
タイプライターテキスト
⑬工程0198（2/9）

Administrator
タイプライターテキスト
⑬

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

Administrator
タイプライターテキスト
⑭工程0198（2/9）A

Administrator
タイプライターテキスト
⑭工程0198（2/9）B

Administrator
タイプライターテキスト
⑮工程0198（2/9）

j2140002
多角形

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

Administrator
タイプライターテキスト
①

j2140002
引き出し線
これらの流路は，消火ボンベの弁を開放するための計装配管のため，主流路としない。（以下の頁では省略）

j2140002
引き出し線
窒素消火起動用ガス容器ユニット（非安重設備のみを設置する区域への消火用）等は，消火ボンベの起動用の計装関連の機器，配管であるため，主流路としない。

j2140002
引き出し線
428室の消火用の流路であるが，（2/9）頁で，すでに428室の境界までを主流路としているため，本ページでは着色しない。

j2140002
引き出し線
これらのボンベは，選択弁及び消火ボンベの弁を開放するための計装用ボンベのため，主流路としない。（以下の頁では省略）

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
長方形

j2140002
長方形

Administrator
線

Administrator
線

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
長方形

j2140002
長方形

j2140002
長方形

Administrator
線
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Administrator
タイプライターテキスト
㉗

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
折れ線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
←

Administrator
タイプライターテキスト
㉗

j2130001
タイプライターテキスト
←

Administrator
タイプライターテキスト
③

Administrator
タイプライターテキスト
⑬

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
⑩

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
⑮

Administrator
タイプライターテキスト
⑯

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

j2130001
タイプライターテキスト
←

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
←

Administrator
タイプライターテキスト
⑯

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
⑨

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
②

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
テキストボックス
③工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
⑬工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（1/9）A

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（1/9）B

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198（1/9）A

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（1/9）A

j2140002
テキストボックス
⑩工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（1/9）B

j2140002
テキストボックス
⑮工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
⑯工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
⑧工程0198（1/9）B

j2140002
テキストボックス
⑧工程0198（1/9）A

j2140002
テキストボックス
⑨工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198（1/9）B

j2140002
テキストボックス
④工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
⑬工程0198（5/9）

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
⑩工程0198（5/9）

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
⑮工程0198（5/9）

j2140002
テキストボックス
⑧工程0198（6/9）B

j2140002
テキストボックス
⑧工程0198（6/9）A

j2140002
テキストボックス
⑨工程0198（7/9）

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198（6/9）B

j2140002
テキストボックス
④工程0198（6/9）

j2140002
テキストボックス
②工程0198（1/9）

j2140002
テキストボックス
②工程0198（5/9）

j2140002
テキストボックス
⑲工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉗工程0198（5/9）

j2140002
引き出し線
「発電用原子炉施設の工事計画に係る手続きガイド」を参考に，各区域の境界までを主流路として設定する。（ノズル等は含まない。）（以下の頁では省略）

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）赤引き出し線：主流路とする考え方の補足 
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Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
タイプライターテキスト
誤記。正しくは「0198-04」

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑱

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
テキスト ボックス
14

U263700
テキスト ボックス
13

U263700
テキスト ボックス
12

U263700
テキスト ボックス
11

U263700
テキスト ボックス
10

Administrator
タイプライターテキスト
9⃣

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

Administrator
タイプライターテキスト
⑰

j2140002
テキストボックス
⑱工程0198（4/9）

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

j2140002
テキストボックス
⑲工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
⑲工程0198（2/9）B

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（4/9）A

Administrator
タイプライターテキスト
⑱

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（4/9）B

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
長方形

j2140002
長方形

j2140002
長方形

j2140002
長方形

j2140002
長方形

j2140002
長方形

j2140002
長方形

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）
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Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
←

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

Administrator
タイプライターテキスト
⑱

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
⑱

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（7/9）A

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（7/9）B

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（7/9）B

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（7/9）A

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（7/9）A

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
⑱工程0198（3/9）

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（6/9）B

j2140002
テキストボックス
⑲工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
⑲工程0198（6/9）A

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（6/9）A

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（3/9）A

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（3/9）B

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（5/9）B

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）
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Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

Administrator
線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

Administrator
タイプライターテキスト
⑬

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
⑩

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
⑮

Administrator
タイプライターテキスト
②

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

U263700
テキスト ボックス
17

U263700
テキスト ボックス
16

U263700
テキスト ボックス
15

j2130001
長方形

j2130001
長方形

j2130001
長方形

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉗

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（2/9）A

j2140002
テキストボックス
⑬工程0198（2/9）

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198（2/9）A

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（2/9）B

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（2/9）A

j2140002
テキストボックス
⑩工程0198（2/9）

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（2/9）B

j2140002
テキストボックス
⑮工程0198（2/9）

j2140002
テキストボックス
⑬工程0198︵9/9︶

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198︵9/9︶A

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198︵9/9︶A

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198︵9/9︶B

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198︵9/9︶A

j2140002
テキストボックス
⑩工程0198︵9/9︶

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198︵9/9︶B

j2140002
テキストボックス
⑮工程0198︵9/9︶

j2140002
テキストボックス
②工程0198（2/9）

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
②工程0198︵8/9︶

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198︵8/9︶A

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198︵8/9︶B

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198︵8/9︶A

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198︵8/9︶A

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198︵8/9︶B

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198︵8/9︶

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198︵8/9︶B

Administrator
タイプライターテキスト
㉗

Administrator
タイプライターテキスト
㉗

j2140002
テキストボックス
㉗工程0198（2/9）

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

Administrator
タイプライターテキスト
誤記。正しくは「0198-02」

Administrator
タイプライターテキスト
㉗

j2140002
多角形

j2140002
多角形

Administrator
タイプライターテキスト
誤記。正しくは「0198-09」

Administrator
タイプライターテキスト
誤記。正しくは「0198-08」

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
引き出し線
窒素消火起動用ガス容器ユニット（非安重設備のみを設置する区域への消火用）等は，消火ボンベの起動用の計装関連の機器，配管であるため，主流路としない。

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）青引き出し線：主流路としない考え方の補足
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Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↓

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
←

j2130001
タイプライターテキスト
←

j2130001
タイプライターテキスト
←

j2130001
タイプライターテキスト
←

j2130001
タイプライターテキスト
←

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
⑧

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
⑲

Administrator
タイプライターテキスト
⑥

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
④

Administrator
タイプライターテキスト
⑤

Administrator
タイプライターテキスト
⑥

Administrator
タイプライターテキスト
⑥

Administrator
タイプライターテキスト
⑦

Administrator
タイプライターテキスト
⑦

Administrator
タイプライターテキスト
⑦

Administrator
タイプライターテキスト
⑦

Administrator
タイプライターテキスト
⑤

Administrator
タイプライターテキスト
⑥

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198（2/9）B

j2140002
テキストボックス
⑧工程0198（2/9）B

j2140002
テキストボックス
⑲工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
⑧工程0198（2/9）A

j2140002
テキストボックス
④工程0198（2/9）

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（4/9）A

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
引き出し線
フリーアクセスフロアへの消火においては，フリーアクセスフロアの境界までを主流路として設定する。（以下の頁では省略）

U263700
直線

j2140002
折れ線

j2140002
折れ線

j2140002
長方形

j2140002
長方形

j2140002
長方形

Administrator
線

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）赤引き出し線：主流路とする考え方の補足 
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Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
タイプライターテキスト
⑨

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

Administrator
タイプライターテキスト
⑨

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
←

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

Administrator
タイプライターテキスト
⑨

Administrator
タイプライターテキスト
⑨

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

Administrator
タイプライターテキスト
㉓

Administrator
タイプライターテキスト
⑳

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

j2130001
タイプライターテキスト
→

Administrator
タイプライターテキスト
㉒

j2140002
テキストボックス
㉓工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
⑳工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（4/9）B

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
㉒工程0198（4/9）A

j2140002
テキストボックス
⑨工程0198（2/9）

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）
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Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2130001
タイプライターテキスト
→

Administrator
タイプライターテキスト
②

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉑

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

Administrator
タイプライターテキスト
㉖

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

Administrator
タイプライターテキスト
㉔

Administrator
タイプライターテキスト
㉕

j2140002
テキストボックス
②工程0198（5/9）

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
㉑工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
㉔工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
㉕工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
㉖工程0198（5/9）B

j2130001
タイプライターテキスト
→

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）
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Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

Administrator
折れ線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
↑

j2130001
タイプライターテキスト
←

Administrator
タイプライターテキスト
⑬

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

Administrator
タイプライターテキスト
⑭

Administrator
タイプライターテキスト
⑪

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
⑩

Administrator
タイプライターテキスト
⑫

Administrator
タイプライターテキスト
⑮

j2140002
テキストボックス
⑭工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
⑩工程0198（5/9）

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（5/9）B

j2140002
テキストボックス
⑮工程0198（5/9）

j2140002
テキストボックス
⑪工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
⑫工程0198（5/9）A

j2140002
テキストボックス
⑬工程0198（5/9）

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
多角形

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）
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Administrator
折れ線

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
直線

j2130001
タイプライターテキスト
↑

U263700
テキスト ボックス
18

j2130001
長方形

Administrator
タイプライターテキスト
㉘

U263700
直線

U263700
直線

U263700
直線

Administrator
タイプライターテキスト
㉘

j2140002
折れ線

j2140002
線

j2140002
線

j2140002
線

j2140002
線

j2140002
線

j2140002
引き出し線
窒素消火起動用ガス容器ユニット（非安重設備のみを設置する区域への消火用）等は，消火ボンベの起動用の計装関連の機器，配管であるため，主流路としない。

j2140002
テキストボックス
【凡例】赤線：主となる経路□番号：機器等との紐付け番号（1⃣，2⃣，・・・・）〇番号：主配管との紐付け番号（①，②，・・・・）青引き出し線：主流路としない考え方の補足
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j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
1

j2140002
テキストボックス
1-1

j2140002
テキストボックス
1-2

j2130001
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
・消火装置に係る系統図では消火ボンベはイメージ図としての記載になっており，ボンベ本数を明示するものではないため，構造図にて，設置されるボンベ本数を確認する。
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j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
2

j2140002
テキストボックス
2

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
3

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
3

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
4

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
4

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
5

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
5

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
6

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
6

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
7

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
7

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
8

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
8

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
9-2

j2140002
テキストボックス
9-1

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
9

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
10

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
10

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
11

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
11

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
12

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
12

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
13

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
13

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
14

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
14

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
15-2

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
15

j2140002
テキストボックス
15-1

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
16

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
16

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
17

j2140002
テキストボックス
17

j2130001
ハイライト表示
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j2140002
テキストボックス
18-2

j2140002
テキストボックス
18-1

j2140002
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
18

j2130001
ハイライト表示

j2140002
テキストボックス
・消火装置に係る系統図では消火ボンベはイメージ図としての記載になっており，ボンベ本数を明示するものではないため，構造図にて，設置されるボンベ本数を確認する。



設計図書の記載に係る留意事項
（窒素ガス消火装置）

1

１．配管番号
２．機器番号
３．設計図書の記載に係る留意事項
４．系統図に用いるポンプ等の凡例
５．計装関係記号
６．共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」

の構成と各資料の紐付け

参考

（別紙2-2-2）-48



2

１．配管番号
配管番号は以下のルールに従い，設定している。
なお，設計図書の系統図においては，系統番号は明確であるため，②の流体記号から記載している。

番号 種別 説明

① 系統番号 各設備に系統番号を設定する。PA〇〇〇〇

② 流体記号 第１表参照

③ 配管連番 ②の流体ごとに001~999の連番とする。機器，合流点及び分岐点を経るごとに番号を進める。ただし母管については
合流点及び合流点で必ずしも番号を進める必要はない。

④ セクション番号 ③の配管連番ごとに01~99の連番とし，以下の場合に附番する。
ａ．配管の途中で配管クラスが変わるとき。

ただし，建屋・施設間にまたがる配管については，その限りではない。
ｂ．配管がいくつかのＧＢまたは装置を経由して元のＧＢ又は装置に戻るとき。
ｃ．配管途中で配管口径が変わるときは必要に応じ附番してよい。

⑤ 配管口径 呼び径，JIS(A)表記とする。ただし“A”は記載不要

⑥ 配管クラス 配管クラスは以下の表記とする。

A：配管材質（第２表），B：呼び圧力（第３表），C：配管厚さ及び仕様による区分，
D：配管区分（第４表）

（別紙2-2-2）-49



第１表 流体記号

3

１．配管番号

（別紙2-2-2）-50



第２表 配管材質

4

第３表 呼び圧力

第４表 配管区分

１．配管番号

（別紙2-2-2）-51



5

１．配管番号

例） PA0198 – FN - 211 – 01 – 50 – R063AE

① ② ③

①：「PA0198」⇒系統番号「燃料加工建屋の工程番号0198（ユーティリティ設備 防消火設備（窒素消火装置））」

②：「FN」⇒流体記号「FN：N2消火」（第１表参照）

③：「211」⇒配管連番「004」

④：「01」⇒セクション番号「02」

⑤：「50」⇒配管口径「50A」

⑥：「R063AE」

R 063 A E

A：“R” ⇒配管材質「SUS304」（第２表参照）
B：“063” ⇒呼び圧力「63K」（第３表参照）
C：“A” ⇒配管厚さ及び仕様による区分（配管材質，呼び圧力で複数同様のスペックがある場合に使用する）
D：“E” ⇒配管区分「非放射性流体配管」（第４表参照）

④ ⑤ ⑥

A B C D

（別紙2-2-2）-52



6

２．機器番号
機器番号は以下のルールに従い，設定する。
なお，設計図書の系統図においては，系統番号は明確であるため，②の流体記号から記載している。

番号 種別 説明

① 系統番号 各設備に系統番号を設定する。

② 識別番号 第５表参照

③ 主要機器番号 系統番号ごとに主要機器の番号を設定。並列機器等を考慮して設定する。

④ 付属機器番号 主要機器ごとに附属機器の番号を設定。

⑤ 追番 分析設備に関して，グローブボックス，分析機種ごとに追番を取る。

⑥ 弁・アクセサリ等
の番号

弁・アクセサリがある場合に使用する。

（別紙2-2-2）-53



第５表 機器識別番号

7

２．機器番号

（別紙2-2-2）-54



8

２．機器番号
消火ガスの貯蔵容器ユニット番号については，以下のとおりとする。
当該図書で設置する建物は明確であるため，設計図書上は②からの記載となる。

番号 種別 説明

① 建屋記号 燃料加工建屋“PA”となる。

② 識別番号 “GU”とする。

③ 連番号 当該設備の連番号となる。

（別紙2-2-2）-55



9

３．設計図書の記載に係る留意事項
① 配管等の接続有無については以下のとおり記載する。

② 系統図の矢羽根の記載は以下の通り。
（１）低レベル廃液処理設備の場合

A：送り元，送り先の工程番号とその系統番号の系統図のシート番号を示す。「（系統番号）-（系統番号の系統図のシート番号）」
例示の場合は，工程番号0172の系統図の7シート目を指す。
なお，同一シート内で矢羽根で送り元，送り先を示す場合は，系統番号を省略する場合がある。

B：送り元，送り先のタンク等を特定しないと識別が難しい系統に対して機器番号等を示す。
なお，工業用水（TW）等の一般ユーティリティからの送り元の場合は，機器番号を省略する。

A B A B

（別紙2-2-2）-56



10

４．系統図に用いるポンプ等の凡例（窒素ガス消火装置）

（別紙2-2-2）-57



11

５．計装関係記号
計装関係の記号は以下の通り。

計装品記号表

例）差圧指示であれば以下のとおり。

記号
区分

一般
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀまたは
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ入出力

CRTまたは
ﾏﾙﾁﾙｰﾌﾟｺﾝﾄﾛｰﾗ

中央監視室設置計装品

LOC LOC LOC 個別制御室設置計装品

現場盤設置計装品
（計装ラック内設置計装品含む）

現場設置計装品
（現場圧力計・現場温度計等
現場直付計装品を示す）

計装品記号中の余白に計器番号を，上部に計器記号，下部に測定また
は制御対象機器番号，ループ連番および機器識別番号と分けて記入する。
温度等の「高」又は「低」などの機能修飾がある場合は，記号の右上

に機能修飾に該当する文字を記載する。
差圧などの変量を計測する計器の場合は，被計測変量の後に続けて用

いる。

PDS

（別紙2-2-2）-58
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５．計装関係記号
計器記号表

第1記号 第2記号

被計測変量 変量修飾 計測機能 機能修飾

A 分析 － 警報 －
B 予備 － － －
C 電導度 － 調節 閉
D 密度 差 － －
E 電圧 － 検出器 －
F 流量 － － －

G 寸法 －
グラスサイトフ
ローまたはガラス

－

H 手動 － － 高
I 電流 － 指示 －
J 電力 － 表示灯 －
K 時間 － － －
L 液位 － － 低
M 湿度 境界 － －

N 振動 －
試料採取点または
測定点

－

O 濁度 － － 開
P 圧力 － 保護系作動 －
Q 濃度 － 積算 －
R 放射能濃度 － 記録 起動
S 速度 － 接点または指令 停止
T 温度 － 発信 －
U 多種の変量 － 多機能計器 －

V 粘度 －
バルブ・ダンパ等
の調節部

－

W 重量,力 － 注意報 －
X 不特定の変量 － その他の機能 －

Y トルク －
演算器，変換器，
リレー

－

Z 位置 － － －
（別紙2-2-2）-59
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６．共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」の構成と各資料の紐付け
共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」における構成は以下のとおり。
別紙２により設備に要求される機能，性能を踏まえ，主流路の対象範囲を整理し，設計図書の色塗りを行い，申請対象設備を抽出する。
各資料の紐付け方について，補足する。
① 抽出リスト（機器）と色塗り設計図書との紐付け
② 抽出リスト（配管）と色塗り設計図書との紐付け
③ 申請対象設備リストと抽出リスト（機器）との紐付け
④ 申請対象設備リストと抽出リスト（配管）との紐付け
⑤ 申請対象設備リストと別紙２との紐付け

色塗り
設計図書
（系統図）

申請対象設備
リスト

(基本設計方
針紐づけ版)

【本文】
1.概要
2.要求される機能，
性能と主流路の
考え方
3.抽出結果

抽出
リスト
（機器）

別紙２
機能要求②抜粋

（A条）
（B条）

【共通09 別紙「系統として機能、性能を達成する設備」

抽出
リスト
（配管）

【添付３】
(1)A設備

③

②

①

④

⑤

色塗り
設計図書
（系統
図）

抽出
リスト
（機器）
（配管）

【添付３】
(2)B設備

【添付２】

【添付１】

【表紙】

別紙２により要求される機能，性能
を踏まえ，主流路の対象範囲を整理

要求される機能，性能を踏まえ，設
計図書等を用いて，設備を抽出

抽出した機器等を申請対象設備リス
トに展開，基本設計方針と紐付ける。

（別紙2-2-2）-60



施設区分 設備区分 機器名称（許可）

【対象機
器】

その
他の
加工
施設

―
非常用
設備

火災防
護設備

消火設
備

―

窒素ガス消火装
置

【主たる機
能】

屋内消火

【機器等の抽出】

紐付け番
号

施設区分 設備区分 機器名称（許可） 機器名称 機種 機器番号
設置場
所

数
量
申請
回
変更
区分

ＤＢ
区分

ＳＡ
区分

兼用
（主
従）

共用
（主従）

備考

1-1

その他
の加工
施設

―
非常用
設備

火災防
護設備

消火設
備

―

窒素ガス消火装
置

窒素消火用窒素ガス
貯蔵容器ユニット-
1-1
窒素ガス貯蔵容器

容器

GU-151

燃料加
工建屋

12 2 新設
非安
重

― ― ― ―

1-2
その他
の加工
施設

―
非常用
設備

火災防
護設備

消火設
備

―

窒素ガス消火装
置

窒素消火用窒素ガス
貯蔵容器ユニット-
1-1
窒素ガス加圧容器

容器

GU-151

燃料加
工建屋

2 2 新設
非安
重

― ― ― ―
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６．共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」の構成と各資料の紐付け
① 抽出リスト（機器）と色塗り設計図書との紐付け

要求される機能，性能を踏まえ，機器を抽出し，色塗りする。抽出した機器に対して，四角番号（１，２・・）を付け，抽出リスト（機
器）と紐づける。

対象となる許可の名称の機器と
要求される機能，要求を記載

抽出リスト（機器）

系統図（設計図書）

構造図（設計図書）

図面の１と抽出リストの紐付け番号“１”が紐づいている。

系統図の色塗りにより，抽出された機器
の情報を記載

系統図では，消火ボンベのイメージのシンボルであ
り，本数が明確にならないため，構造図にて，本数
を確認する。

ボンベユニットの中に“窒素ガス貯蔵容器”及び“窒素
ガス加圧容器”の２種類があるため，枝番号で表記。
それぞれを抽出リストにも展開する。

（別紙2-2-2）-61
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６．共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」の構成と各資料の紐付け
② 抽出リスト（配管）と色塗り設計図書との紐付け

主流路となる配管に対して，耐震クラス，設備区分等を踏まえ，仕様名称となるよう丸番号（①，②・・）を付け，抽出リスト（配管）と
紐づける。

施設区分 設備区分 機器名称（許可）

【対象機器】
その他の加工
施設

― 非常用設備 火災防護設備― ―
窒素ガス消火装置

【主たる機能】火災区域内の消火機能

【主配管等の名称整理】

紐付け番号 施設区分 設備区分 機器名称（許可） 機器名称 機種 設置場所 数量 申請回
変更区
分

ＤＢ区
分

ＳＡ区
分

兼用
（主従）

共用
（主従）

備考

1
その他の加工
施設

― 非常用設備 火災防護設備― ―

窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユ
ニット-1-1,-1-2,-1-3,-1-4,-1-
5,-1-6,-1-7,-1-8
～
選択弁ユニットX-5201
～
選択弁ユニットX-5202
～
選択弁ユニットX-5203
～
選択弁ユニットX-5204
～
選択弁ユニットX-5205
～
選択弁ユニットX-5206
～
選択弁ユニットX-5207

主配管
燃料加工建屋 １式 2 新設 非安重 ― ― ―

抽出リスト（配管）

系統図（設計図書）
図面の①と抽出リストの紐付け番号“１”が紐づいている。

配管の名称の付け方の例は次頁以降参照

（別紙2-2-2）-62



【主配管の名称の付け方の例】
主配管、ダクトは、用途（機能）、使用範囲等を明確にするため、設計基準対象施設のみの境界、重大事故等対処設備のみ

の境界、兼用設備の境界等がわかるように色塗り等を行い，主配管の名称を設定する。

［用途，仕様範囲等に係る境界］
a．設計基準対象施設のみの境界
b．重大事故等対処設備のみの境界
c．重大事故等対処設備として既設の設計基準対象施設を使用するもので、設計基準対象施設としての仕様から

変更がない境界
d．重大事故等対処設備として既設の設計基準対象施設を使用するもので、設計基準対象施設としての仕様から

変更がある境界
e．兼用設備の境界
f．安全上重要な施設の境界
g．耐震重要度分類Ｓクラスの境界，1.2Ssの境界
h．主配管と非主配管の境界

16（別紙2-2-2）-63



【主配管の名称の付け方の例】

17

例１）主配管等の名称の設定（それぞれに境界が設定されている場合）

（別紙2-2-2）-64



【主配管の名称の付け方の例】

18

例２）主配管等の名称の設定（使用用途等が同一の場合）

（別紙2-2-2）-65



例３）主配管等の名称の設定（使用用途等が同一の場合で機器を跨ぐ場合）

19

【主配管の名称の付け方の例】

（別紙2-2-2）-66



【機器等の抽出】

紐付け番号 施設区分 設備区分 機器名称（許可） 機器名称 機種 機器番号 設置場所
数
量
申請
回

変更
区分

ＤＢ
区分

ＳＡ
区分

兼用
（主
従）

共用
（主従）

備考

1
放射性廃
棄物の廃
棄施設

―
液体廃棄
物の廃棄
設備

低レベル
廃液処理
設備

― ― 検査槽
窒素消火用窒素ガス貯
蔵容器ユニット-1-1
窒素ガス貯蔵容器

容器 GU-151 燃料加工
建屋

12 2 新設
非安
重

― ― ― ―

20

６．共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」の構成と各資料の紐付け
③ 申請対象設備リストと抽出リスト（機器）との紐付け

抽出リスト（機器）で整理した機器の情報を申請対象設備リストに展開し，申請対象設備リストと抽出リスト（機器）と紐づける。

抽出した機器の情報を申請対象設備リストに展開 抽出リスト（機器）

施設区分 設備区分 機器（許可） 機器 機種
基本設計方針
紐付け番号

エビデンス
紐付け番号

別紙番号

その他
の加工
施設

―
非常用
設備

消火設
備

― ― ― 窒素消火装置

窒素消火用窒素ガ
ス貯蔵容器ユニッ
ト-1-1
窒素ガス貯蔵容器

容器
11条29条-〇
11条29条-〇

系統_窒素消火装置
_機器_1-1

別紙2-2-2

申請対象設備リスト

別紙番号及びエビデンス紐付け番号を記載する。

エビデンス紐付け番号の付け方は以下の通り
機器：「系統＿設備名称＿機器＿紐付け番号」
配管：「系統＿設備名称＿配管＿紐付け番号」
計器：「計装＿設備名称＿機器＿紐付け番号」

（別紙2-2-2）-67



【主配管等の名称整理】

紐付け番号 施設区分 設備区分 機器名称（許可） 機器名称 機種 設置場所 数量 申請回
変更区
分

ＤＢ区
分

ＳＡ区
分

兼用
（主従）

共用
（主従）

備考

1
その他の加工
施設

― 非常用設備 火災防護設備― ―

窒素ガス消火装置 窒素消火用窒素ガス貯蔵容器ユ
ニット-1-1,-1-2,-1-3,-1-4,-1-
5,-1-6,-1-7,-1-8
～
選択弁ユニットX-5201
～
選択弁ユニットX-5202
～
選択弁ユニットX-5203
～
選択弁ユニットX-5204
～
選択弁ユニットX-5205
～
選択弁ユニットX-5206
～
選択弁ユニットX-5207

主配管 燃料加工建屋 １式 2 新設 非安重 ― ― ―

2
その他の加工
施設

― 非常用設備 火災防護設備― ―
窒素ガス消火装置 ・

・
・

21

６．共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」の構成と各資料の紐付け
④ 申請対象設備リストと抽出リスト（配管）との紐付け

抽出リスト（配管）で整理した主配管の情報を申請対象設備リストに展開し，申請対象設備リストと抽出リスト（機器）と紐づける。
なお，申請対象設備リスト上では，主配管は一つにまとめて記載する。「主配管（低レベル廃液処理系）」

抽出した配管の情報を申請対象設備リストに展開
主配管は申請対象設備リストではまとめた表記と
する。 抽出リスト（配管）

施設区分 設備区分 機器（許可） 機器 機種
基本設計方針
紐付け番号

エビデンス
紐付け番号

別紙番号

その他
の加工
施設

―
非常用
設備

消火設
備

― ― ― 窒素消火装置
主配管（窒素消火
系）

主配管
11条29条-〇
11条29条-〇

系統_低レベル廃液
処理設備_配管_1～
28

別紙2-2-2

申請対象設備リスト

別紙番号及びエビデンス紐付け番号を記載する。

エビデンス紐付け番号の付け方は以下の通り
機器：「系統＿設備名称＿機器＿紐付け番号」
配管：「系統＿設備名称＿配管＿紐付け番号」
計器：「計装＿設備名称＿機器＿紐付け番号」

（別紙2-2-2）-68



６．共通09 別紙「系統として機能，性能を達成する設備」の構成と各資料の紐付け
⑤ 申請対象設備リストと別紙２との紐付け

抽出結果を反映した申請対象設備リストの機器と別紙２で要求される基本設計方針（機能要求②）と紐づける。
なお，共通09 別紙「各条における申請対象設備」に抽出結果をフィードバックし， 各条の基本設計方針と改めて紐づける。

施設区分 設備区分 機器（許可） 機器 機種
基本設計方針
紐付け番号

エビデンス
紐付け番号

別紙番号

その他
の加工
施設

―
非常用
設備

消火設
備

― ― ― 窒素消火装置

窒素消火用窒素ガ
ス貯蔵容器ユニッ
ト-1-1
窒素ガス貯蔵容器

容器 11条29条-119
系統_窒素消火装置
_機器_1-1

別紙2-2-2

申請対象設備リスト

項目番号 基本設計方針 要求種別 主な設備 展開事項

119
a. 消火設備の消火剤の容量
消火設備の消火剤は，想定される火災の性質に応じた十分な容量として，消防法施行規則に基づき算出した消火剤容量を配備する設計とする。

設置要求
機能要求②

消火設備 設計方針（火災の消火）

別紙2の基本設計方針の番号と紐付け。
「〇条-1」等で紐づける

22

別紙２ 機能要求②抜粋

（別紙2-2-2）-69




